
蓑6－4－7 町内小・中学校の児童・生徒数の変遷  
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四
節
 
教
 
 
 

終
戦
後
の
一
 
 
 

広
島
県
立
熊
野
高
等
学
校
 
 時

期
、
熊
野
 
 

町
に
海
田
高
校
の
分
校
が
あ
っ
た
。
昭
和
二
 
 

十
二
年
（
一
九
四
七
）
新
し
い
学
制
の
実
施
に
 
 

ょ
っ
て
閉
校
さ
れ
た
「
婦
徳
高
等
女
学
校
」
 
 

（
現
聖
徳
幼
稚
間
）
の
跡
地
に
一
時
、
聖
徳
中
・
 
 

高
等
学
校
が
発
足
し
た
後
、
海
田
高
校
の
分
 
 

校
が
置
か
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
地
 
 

域
へ
の
通
学
が
容
易
で
あ
っ
た
た
め
や
、
分
 
 

校
が
地
域
の
要
望
を
潤
す
の
に
十
分
で
な
か
 
 

っ
た
た
め
に
、
昭
和
二
十
五
年
に
は
生
徒
数
 
 

が
減
少
し
、
本
校
に
統
合
さ
れ
て
、
高
等
学
 
 

校
の
芽
ほ
熊
野
町
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た
。
 
 
 

熊
野
町
に
高
等
学
校
を
誘
致
す
る
こ
と
 
 

は
、
熊
野
町
の
み
な
ら
ず
、
古
く
か
ら
安
芸
 
 

四
 
熊
野
町
の
高
校
教
育
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高
原
熊
野
七
郷
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
人
々
に
は
共
通
の
宿
願
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
願
望
は
、
熊
野
・
焼
山
地
区
の
急
速
な
人
口
増
 
 

と
併
せ
て
高
校
進
学
率
の
高
ま
り
に
よ
る
進
学
難
や
交
通
渋
滞
に
よ
る
通
学
難
が
年
を
追
っ
て
き
び
し
く
な
る
状
況
の
も
と
で
、
熊
 
 

野
町
へ
高
校
設
置
を
求
め
る
声
と
し
て
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
こ
ろ
、
広
島
県
は
高
校
生
急
増
対
策
と
し
て
広
島
周
辺
に
高
校
新
設
を
予
定
し
て
い
た
が
、
新
設
へ
の
最
優
先
課
題
は
高
校
 
 

が
必
要
と
す
る
一
万
坪
（
三
万
三
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
）
の
用
地
確
保
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
県
は
こ
の
用
地
確
保
を
全
面
的
に
地
元
に
 
 

煩
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
熊
野
町
は
川
角
地
区
に
あ
っ
た
自
衛
隊
の
熊
野
射
撃
場
の
譲
渡
に
よ
る
用
地
確
保
に
躇
み
 
 

切
り
、
高
校
誘
致
の
運
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
っ
た
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
高
校
誘
致
の
運
動
中
、
予
想
外
の
児
童
数
の
増
加
に
よ
り
、
小
学
校
一
校
の
新
設
が
必
要
と
な
り
、
町
当
局
は
高
校
 
 

を
と
る
か
小
学
校
を
と
る
か
の
選
択
を
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
結
局
、
町
当
局
は
町
民
の
永
年
の
悲
願
で
あ
る
高
校
誘
致
を
 
 

優
先
さ
せ
、
小
学
校
の
新
設
用
地
は
全
部
借
地
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
熊
野
町
に
「
安
芸
第
〓
尚
等
学
校
」
（
仮
称
）
の
建
設
が
決
定
さ
れ
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
一
年
（
一
 
 

九
七
六
）
九
月
の
県
会
で
は
、
翌
五
十
二
年
四
月
開
校
が
決
定
さ
れ
、
十
月
か
ら
校
舎
建
築
が
突
貫
工
事
で
進
め
ら
れ
た
。
 
 
 

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
一
月
四
日
、
海
田
高
等
学
校
内
に
開
設
準
備
室
が
置
か
れ
、
地
元
の
人
々
の
願
い
の
込
め
ら
れ
た
正
 
 

式
名
称
で
あ
る
「
熊
野
高
等
学
校
」
の
看
板
が
掲
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
一
回
の
入
学
試
験
会
場
は
熊
野
中
学
校
を
借
り
 
 

て
入
学
者
の
選
抜
を
行
っ
た
。
 
 
 

昭
和
五
十
二
年
四
月
八
目
、
熊
野
第
三
小
学
校
で
開
校
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
第
一
回
入
学
者
二
七
〇
名
、
六
ク
ラ
ス
編
成
で
、
 
 

教
職
員
二
一
人
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
 
 
 

校
章
は
、
熊
野
の
「
ク
」
と
緑
の
薬
と
を
放
射
状
に
配
し
て
、
熊
野
七
郷
の
拡
が
り
を
示
し
、
緑
に
閉
ま
れ
た
豊
か
な
環
境
の
中
 
 

第
四
節
 
教
 
 
 
育
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に
立
脚
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
と
し
て
、
教
育
用
具
生
産
業
を
背
景
と
す
る
「
芸
術
頬
型
」
 
の
設
置
が
捉
稟
さ
れ
た
の
も
、
 
 

「
地
元
の
高
等
学
校
」
と
い
う
意
識
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
 
 

社
会
教
育
機
関
 
 

第
六
発
 
現
 
 

五
 
社
会
教
育
 
 
 

熊
野
町
の
教
育
機
関
は
、
保
育
所
三
、
幼
稚
園
四
、
小
学
校
四
、
中
学
校
二
、
高
等
学
校
一
、
公
民
館
三
で
あ
 
 

る
。
こ
の
中
で
社
会
教
育
の
拠
点
と
も
い
う
べ
き
公
民
館
は
、
情
報
化
へ
の
道
を
歩
む
今
日
の
社
会
教
育
機
関
 
 
 

図64132 熊野rl■毒怯  

校
の
全
容
を
象
徴
す
る
の
が
こ
の
校
章
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
高
等
学
校
は
県
立
学
校
で
あ
っ
て
も
、
町
民
が
生
み
出
し
た
学
校
で
あ
り
、
地
 
 

元
の
学
校
と
い
う
意
識
は
強
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
開
校
後
、
ま
だ
日
の
浅
い
 
 

熊
野
高
等
学
校
の
あ
ゆ
み
の
中
に
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
「
地
区
懇
談
 
 

会
出
席
率
一
〇
〇
％
運
動
」
や
「
我
が
子
の
姿
を
一
目
見
よ
う
運
動
（
あ
い
さ
つ
運
動
）
」
 
 

な
ど
、
他
の
高
等
学
校
で
は
み
ら
れ
な
い
成
果
を
あ
げ
た
P
T
A
活
動
が
文
部
大
臣
表
 
 

形
を
受
け
る
程
の
盛
り
あ
が
り
を
示
し
た
事
に
も
表
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
社
会
 
 

野  

図6－433 熊野  

高校校章  

心
に
「
高
」
 
の
字
を
配
し
熊
野
高
校
を
象
徴
し
て
い
 
 

る
。
三
つ
の
「
ク
」
は
「
知
・
徳
・
体
」
を
表
わ
す
。
 
 

こ
の
「
知
・
徳
・
体
」
 
の
調
和
を
基
調
と
し
て
、
基
本
 
 

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
諸
点
目
標
と
す
る
熊
野
高
等
学
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と
し
て
地
域
住
民
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
活
動
に
よ
り
、
地
域
社
会
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
町
の
公
民
館
設
置
は
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）
三
月
の
「
熊
野
町
公
民
館
の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条
例
」
制
定
、
 
 

同
年
五
月
中
央
公
民
館
の
開
設
が
最
初
で
、
決
し
て
早
い
取
り
組
み
と
は
い
い
が
た
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
県
営
団
地
造
成
に
 
 

よ
っ
て
、
地
域
社
会
が
刺
激
さ
れ
た
と
い
う
側
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
町
内
に
は
中
溝
地
区
の
中
央
公
民
 
 

館
、
団
地
内
に
西
公
民
館
、
初
神
地
区
に
東
公
民
館
と
新
旧
三
つ
の
公
民
館
が
配
置
さ
れ
、
地
域
住
民
の
要
望
に
応
え
て
盛
ん
な
社
 
 

会
教
育
活
動
を
展
開
し
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

「
町
づ
く
り
の
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
昭
和
四
十
三
年
五
月
十
日
に
、
 
 

第
四
飾
 
教
 
 t抑叩、   

、
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市
 
 

図6－4¶34［卜・央公民館  

民
に
知
ら
せ
る
パ
ソ
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
次
の
様
に
公
民
館
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

「
み
ん
な
の
学
習
の
場
」
1
け
い
こ
か
ら
日
常
生
活
の
う
え
で
の
問
題
を
解
決
す
る
 
 

た
め
に
講
習
会
や
講
座
が
開
か
れ
ま
す
。
図
書
室
の
参
考
雷
や
資
料
も
皆
さ
ん
の
勉
強
 
 

に
役
立
て
て
い
た
だ
け
ま
す
。
 
 
 

「
み
ん
な
の
集
い
の
場
」
グ
ル
ー
プ
や
団
体
の
会
合
や
公
の
会
談
な
ど
、
皆
さ
ん
 
 

の
話
し
合
い
、
相
談
に
い
く
つ
も
の
部
臣
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
 
 
 

「
み
ん
な
の
憩
い
の
場
」
－
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
や
ス
テ
レ
オ
が
楽
し
め
、
新
聞
・
雑
誌
 
 

も
そ
ろ
え
て
あ
り
ま
す
。
食
後
の
ひ
と
と
き
の
憩
い
に
、
友
達
と
の
閉
ら
ん
に
気
軽
く
 
 

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 
 
 

そ
し
て
最
後
に
、
「
中
央
公
民
館
で
私
た
ち
の
暮
し
の
文
化
を
豊
か
に
育
て
、
お
互
 
 

中
央
公
民
館
 
 

収
容
人
員
二
五
〇
人
の
中
央
公
民
館
は
開
館
し
た
。
当
時
開
館
を
町
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第
六
筆
 
硯
 
 
 
代
 
 

い
の
友
情
を
培
い
な
が
ら
新
し
い
町
づ
く
れ
に
力
を
注
ぎ
ま
し
ょ
う
」
と
紹
介
文
は
結
ば
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
新
し
い
町
づ
く
り
推
進
の
一
環
と
し
て
「
公
民
館
結
婚
式
」
は
注
目
に
催
い
す
る
だ
ろ
う
。
「
希
望
に
あ
ふ
れ
る
お
二
 
 

人
の
た
め
に
－
利
用
の
し
お
り
」
に
よ
る
と
、
 
 

。
式
典
は
所
定
の
順
序
に
従
っ
て
進
め
、
披
露
宴
も
新
生
活
運
動
の
趣
旨
に
よ
り
、
簡
潔
で
質
素
に
お
こ
な
う
。
 
 
 

。
料
理
代
（
酒
を
含
め
て
）
一
人
六
〇
〇
円
以
内
。
 
 

。
時
間
は
式
典
か
ら
披
露
宴
の
終
了
ま
で
二
時
間
半
以
内
、
と
な
っ
て
い
る
。
 
 

昨
今
の
結
婚
式
を
思
え
ば
、
隔
世
の
感
が
あ
る
。
し
か
し
利
用
回
教
か
ら
見
る
と
、
四
十
三
年
五
回
、
四
十
五
年
四
回
、
四
十
六
年
三
回
、
 
 

四
十
七
年
五
回
で
四
十
八
年
以
降
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
中
央
公
民
館
が
町
民
に
呼
び
か
け
た
簡
潔
・
質
素
な
結
婚
式
が
時
の
要
 
 

請
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
と
と
も
に
、
社
会
教
育
機
関
と
し
て
の
公
民
館
の
あ
り
方
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
も
い
え
る
。
 
 
 

昭
和
五
十
二
年
度
（
一
九
七
七
）
熊
野
町
公
民
館
経
営
方
針
は
次
の
様
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
 
 

二
 
住
民
の
要
求
と
地
域
の
要
請
を
勘
案
し
、
適
切
な
運
営
方
針
を
樹
立
し
、
住
民
の
教
育
的
欲
求
の
充
足
と
地
域
連
帯
意
識
の
高
 
 
 

揚
を
は
か
る
。
 
 

二
、
生
涯
教
育
の
観
点
に
た
っ
て
、
各
年
齢
層
に
わ
た
り
学
習
計
画
を
た
て
る
。
特
に
地
域
の
特
性
を
配
慮
し
、
母
と
子
の
公
民
館
 
 
 

活
動
を
重
点
的
に
推
進
す
る
。
 
 

三
、
企
画
運
営
の
各
面
に
わ
た
り
計
画
性
と
創
造
性
を
高
め
る
。
 
 

四
、
自
主
学
習
活
動
を
促
進
し
、
学
習
グ
ル
ー
プ
の
育
成
に
つ
と
め
る
。
 
 

五
、
東
部
地
区
に
お
け
る
社
会
教
育
活
動
の
振
興
を
は
か
る
細
抑
語
酷
諸
社
。
 
 
 

（
昭
和
六
十
年
よ
り
中
公
民
館
と
改
称
）
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住
民
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の
公
民
館
を
地
域
に
求
め
る
熱
意
と
は
た
ら
き
か
け
に
よ
っ
て
、
昭
和
四
十
六
年
（
完
七
一
）
四
月
に
 
 

西
公
民
館
が
団
地
内
貴
船
に
開
館
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
学
校
建
設
に
多
額
の
出
費
を
要
し
て
い
た
た
め
、
約
一
〇
〇
坪
の
小
さ
な
 
 

建
物
で
の
発
足
で
あ
っ
た
。
し
か
し
住
民
は
自
分
達
の
必
要
性
か
ら
出
来
た
と
い
う
意
識
を
強
く
持
ち
、
地
域
住
民
の
身
近
な
存
在
 
 

と
し
て
支
え
ら
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
公
民
館
活
動
を
創
造
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
四
十
七
年
に
は
移
動
図
書
館
″
み
の
り
号
″
の
利
用
率
が
西
日
本
一
と
な
り
、
団
地
住
民
の
本
に
対
す
る
要
望
の
強
さ
が
示
 
 

＼くごノノ人∨川  
酉
公
民
館
 
 

＿ノ   
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第
四
節
 
 
 

十
十
斉
 
 

新
し
く
熊
野
町
に
移
り
住
ん
で
き
て
、
地
縁
・
血
縁
に
乏
し
い
団
地
の
住
民
に
「
皆
と
の
地
域
連
帯
感
を
生
み
出
し
 
 

仲
良
く
話
し
合
い
の
で
き
る
、
人
の
集
ま
る
場
所
が
欲
し
い
」
と
い
う
声
は
最
初
か
ら
強
か
っ
た
。
こ
う
し
た
地
域
 
 

教療墜恵野  

、叫こ一†・、竺上、∴ご  
、⊥．イ〝、漣▲－－  

－－一 ■－   、  

匠＝ト4－35 酉公民館  

さ
れ
た
。
西
公
民
館
で
展
開
さ
れ
る
「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
で
き
る
読
書
 
 

活
動
を
め
ざ
す
取
り
組
み
」
の
出
発
点
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

核
家
族
中
心
で
比
較
的
若
い
年
齢
層
の
多
い
団
地
住
民
の
学
習
者
萩
は
き
わ
め
て
旺
 
 

盛
で
、
そ
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
は
多
種
多
様
な
学
習
活
動
の
展
開
が
必
要
で
あ
っ
 
 

た
。
文
化
教
室
の
開
設
に
は
、
H
 
受
益
者
負
担
の
原
則
を
と
り
入
れ
、
⇔
 
教
室
の
 
 

自
主
運
営
、
目
 
自
主
グ
ル
ー
プ
と
し
て
学
習
の
継
続
を
、
な
ど
強
調
し
、
受
講
者
の
 
 

自
主
性
を
尊
重
し
た
。
 
 
 

こ
う
し
た
活
動
方
針
に
よ
り
、
利
用
者
の
間
に
仲
間
と
し
て
の
連
帯
感
が
生
ま
れ
、
 
 

利
用
す
る
グ
ル
ー
プ
が
急
増
し
、
部
屋
の
割
当
て
が
困
難
な
状
況
と
な
り
、
公
民
館
外
 
 

の
施
設
も
借
用
さ
れ
た
。
 
 
 

昭
和
五
十
五
年
五
月
に
は
、
念
願
の
新
館
も
増
築
さ
れ
、
永
年
の
不
便
が
解
消
さ
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国6－4－36 東公民館  

拠
点
と
し
て
東
公
民
館
が
開
館
さ
れ
た
。
「
暖
か
く
香
り
豊
か
な
東
の
 
 

広
場
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
町
民
の
自
由
な
集
い
の
場
と
し
て
、
町
民
の
集
団
 
 

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
町
民
の
学
ぷ
「
大
学
」
と
し
て
、
さ
ら
に
町
民
に
よ
る
文
化
創
 
 

造
の
広
場
と
し
て
、
地
域
住
民
一
人
ひ
と
り
が
孤
立
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
人
々
の
 
 

結
び
つ
き
を
保
つ
場
と
し
て
、
東
公
民
館
の
機
能
は
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 
 

れ
た
の
で
あ
る
。
 
 

案
公
民
館
 
 
昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
六
月
十
日
、
町
東
部
の
社
会
教
育
活
動
の
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が
、
豊
玉
十
二
年
に
は
二
二
六
名
に
増
加
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和
五
十
三
年
に
は
校
舎
の
新
築
、
増
築
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
 
 

れ
て
い
っ
た
。
 
 
 

昭
和
五
十
四
年
、
南
校
舎
の
増
築
と
北
校
舎
の
新
築
が
完
工
し
、
長
い
間
、
風
雪
に
耐
え
多
く
の
児
童
を
見
守
り
、
見
送
っ
た
木
 
 

造
校
舎
が
撤
去
さ
れ
た
。
今
も
古
い
木
造
校
舎
の
こ
ろ
の
面
影
な
残
し
て
い
る
の
は
正
面
に
残
る
小
さ
な
中
池
と
、
周
四
に
木
陰
を
 
 

作
っ
て
い
る
植
木
だ
け
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
五
十
五
年
に
は
児
童
数
三
〇
〇
名
を
超
え
る
状
態
に
な
り
、
今
後
さ
ら
に
増
加
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
 
 

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
、
熊
野
琴
二
小
学
校
に
は
、
P
T
A
会
員
の
出
身
地
を
調
べ
た
数
字
が
残
さ
れ
 
 

て
い
た
。
こ
の
数
字
は
「
大
規
模
な
団
地
造
成
」
と
い
う
新
し
い
社
会
事
象
に
よ
っ
て
、
新
し
く
「
熊
野
団
地
」
と
し
て
形
成
さ
れ
 
 

た
地
域
社
会
に
、
新
設
校
と
し
て
開
校
し
た
熊
野
第
三
小
学
校
の
特
色
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
 
 
 

熊
野
第
三
小
学
校
は
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
か
ら
造
成
の
始
ま
っ
た
県
営
熊
野
団
地
へ
の
入
居
開
始
に
伴
う
児
童
数
の
急
増
 
 

に
対
応
す
る
熊
野
町
の
第
三
番
目
の
小
学
校
と
し
て
新
設
さ
れ
た
。
 
 
 

団
地
へ
の
入
居
は
、
当
初
予
想
さ
れ
た
よ
り
も
早
い
ペ
ー
ス
で
進
行
し
、
次
々
に
住
宅
が
新
築
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
団
地
 
 

内
に
移
り
住
ん
で
き
た
人
々
の
年
齢
構
成
は
図
6
－
4
－
柑
の
と
お
り
で
あ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
小
学
校
の
新
設
は
一
刻
も
猶
予
の
な
ら
な
い
重
要
な
局
面
を
迎
え
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
四
十
四
年
四
月
、
こ
の
よ
う
な
切
迫
し
た
事
情
を
背
景
に
、
熊
野
第
一
小
学
校
の
体
育
館
を
一
時
の
仮
住
い
と
し
て
、
熊
野
 
 

第
三
小
学
校
ほ
開
校
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
年
四
月
七
日
、
初
代
校
長
亀
島
括
、
ほ
か
一
二
名
の
職
員
と
二
五
三
名
（
九
学
級
）
の
児
 
 

童
で
開
校
式
・
始
業
式
・
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
仮
住
い
の
期
間
は
約
一
ケ
月
で
あ
っ
た
。
 
 
 

五
月
十
二
日
に
鉄
筋
三
階
建
（
普
通
教
室
九
、
特
別
教
室
二
、
準
備
室
l
盲
ど
）
の
校
舎
が
現
在
地
（
熊
野
町
費
船
一
讐
に
落
成
し
、
移
転
 
 

弟
四
節
 
教
 
 
 
育
 
 

熊
野
第
三
小
学
校
 
 

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
P
T
A
会
員
七
九
七
世
帯
の
三
五
％
（
二
七
七
世
帯
）
が
県
外
に
出
身
地
を
も
っ
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一
二
〇
〇
名
に
膨
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
毎
年
二
〇
〇
名
の
ペ
ー
ス
で
の
児
童
数
の
急
増
は
さ
ら
に
数
年
間
ほ
続
く
見
 
 

通
し
で
あ
っ
た
。
 
 
 

こ
う
し
た
児
童
数
の
急
増
に
よ
っ
て
、
早
く
も
第
四
の
小
学
校
の
必
要
性
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
も
し
、
第
 
 

四
の
小
学
校
が
開
設
さ
れ
な
け
れ
ば
、
熊
野
第
三
小
学
校
は
、
昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
以
降
に
児
童
数
一
七
〇
〇
名
、
学
級
数
 
 

は
実
に
四
二
学
級
と
い
う
マ
ソ
モ
ス
校
に
な
る
こ
と
が
確
実
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
琴
二
小
学
校
の
教
育
活
動
は
特
色
あ
る
校
区
の
地
域
性
を
抜
き
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
地
域
性
と
し
て
は
次
の
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現
 
 
 
代
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図6－4－18 熊野田地の年齢別人口構成   

注・男女とも26歳～40歳の年齢層が主体となってお  

り、思想・価値観・行動ともに、若い感覚で支  

えられている。反面高齢者が少ない。   

・年齢を反映して、幼児が多く、児童増加傾向の  

要因となっている。  

が
行
わ
れ
た
。
こ
の
日
が
熊
野
第
三
小
学
校
の
創
立
記
念
日
 
 

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
三
つ
の
校
舎
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
 
 

な
ど
学
校
と
し
て
の
施
設
・
設
備
を
完
備
し
、
小
学
校
と
し
 
 

て
の
整
備
が
終
了
す
る
の
は
六
年
後
と
な
っ
た
。
そ
の
間
、
 
 

熊
野
中
学
校
と
第
一
小
学
校
の
増
築
工
事
と
も
重
な
り
、
毎
 
 

年
、
小
刻
み
な
増
築
工
事
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
六
月
末
に
は
、
「
子
ど
も
が
幸
せ
に
生
い
た
つ
よ
 
 

う
な
学
校
・
家
庭
に
し
た
い
」
と
い
う
願
い
を
込
め
て
第
三
 
 

小
学
校
P
T
A
が
結
成
さ
れ
、
第
一
回
総
会
が
開
か
れ
た
。
 
 
 

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
、
学
校
開
設
以
来
休
む
こ
と
 
 

な
く
続
け
ら
れ
て
き
た
増
築
工
事
が
本
館
の
落
成
に
よ
っ
て
 
 

完
了
し
た
。
こ
の
六
年
間
で
、
児
童
数
は
当
初
の
約
五
倍
の
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様
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 
 

Ⅲ
 
熊
野
団
地
は
人
工
的
に
造
成
さ
れ
た
集
落
で
あ
る
。
 
 

伺
 
団
地
の
住
民
は
地
域
の
生
活
と
あ
ま
り
関
係
の
な
い
人
び
と
の
寄
り
合
い
で
あ
る
。
 
 

相
 
伝
統
的
な
地
域
の
社
会
的
行
事
も
な
く
、
歴
史
的
な
遺
物
も
な
い
が
、
一
方
で
は
古
い
慣
例
や
因
習
も
な
い
。
 
 

l、十  一：  

㌔∴㌔露各  

号 ．哀、  

囲6－4－19 熊野第三小学校仝ぷ  

何
 
家
族
構
成
、
年
齢
構
成
や
職
業
・
学
歴
・
社
会
的
地
位
な
ど
の
類
似
に
よ
 
 
 

っ
て
住
民
の
消
費
生
活
や
文
化
的
要
求
に
共
通
性
が
見
ら
れ
る
。
 
 

何
 
県
外
か
ら
の
転
入
者
も
多
く
、
転
入
・
転
出
な
ど
の
移
動
が
激
し
く
、
P
 
 
 

T
A
な
ど
の
運
営
が
む
つ
か
し
い
。
 
 
 

し
か
し
、
熊
野
第
三
小
学
校
に
お
け
る
新
し
い
地
域
環
境
の
中
で
の
健
康
・
 
 

安
全
に
力
点
を
置
い
た
教
育
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
（
一
九
七
 
 

五
）
に
、
全
国
学
校
安
全
文
部
大
臣
表
彰
、
昭
和
五
十
二
年
に
は
全
日
本
よ
い
歯
 
 

の
学
校
表
彰
、
さ
ら
に
昭
和
五
十
六
年
に
は
交
通
安
全
全
国
表
彰
に
輝
い
て
い
 
 

図6－420 鹿野第  

三小学校校章  

る
。
 
 
 

昭
和
五
十
二
年
、
熊
野
第
四
小
学
校
の
新
 
 

設
に
よ
っ
て
、
以
後
児
童
数
一
〇
〇
〇
名
以
 
 

下
の
適
正
規
模
が
維
持
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
 
 

い
る
。
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し
、
そ
れ
に
温
か
く
ど
っ
し
り
し
た
熊
の
字
を
配
し
て
構
成
し
て
あ
る
。
 
 
 

熊
野
第
四
小
学
校
の
開
校
も
昭
和
四
十
二
年
（
l
九
六
七
）
に
始
ま
っ
た
熊
野
田
地
の
造
成
と
そ
の
後
の
熊
野
町
の
変
容
が
反
映
さ
 
 

れ
た
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

県
営
熊
野
団
地
は
当
初
二
〇
〇
〇
戸
、
約
八
〇
〇
〇
人
の
入
居
を
予
定
し
、
団
地
内
に
熊
野
第
三
小
学
校
が
開
校
さ
れ
た
。
そ
の
 
 

後
、
人
口
の
伸
び
は
著
し
く
、
昭
和
五
十
二
年
一
）
九
七
七
）
に
は
、
二
五
〇
〇
戸
、
一
万
人
と
い
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
の
で
あ
 
 

る
。
さ
ら
に
、
熊
野
第
一
小
学
校
で
も
児
童
数
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
呉
地
地
区
に
皇
帝
ハ
イ
ツ
の
造
成
（
昭
和
四
十
八
 
 

年
着
工
）
を
見
た
こ
と
か
ら
、
第
四
の
小
学
校
の
新
設
は
避
け
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
 
 
 

こ
う
し
て
、
当
時
の
き
び
し
い
町
財
政
事
情
の
も
と
で
多
く
の
難
関
を
克
服
し
な
が
ら
、
町
当
局
（
南
峰
高
市
町
長
）
、
町
議
会
、
 
 

教
育
委
員
会
、
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
新
し
い
小
学
校
建
設
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
 
 

多
数
の
地
権
者
（
地
主
九
名
よ
り
借
地
）
の
協
力
で
、
二
万
九
六
八
九
平
方
メ
ー
ト
ル
（
約
九
〇
〇
〇
坪
）
の
校
地
も
町
の
西
南
端
に
呉
市
 
 

域
と
境
を
接
し
て
確
保
さ
れ
た
。
 
 
 

昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
三
月
に
は
町
議
会
は
総
工
費
五
億
」
ハ
一
〇
〇
万
円
の
学
校
建
設
費
を
議
決
し
、
同
年
八
月
に
建
設
は
 
 

第
六
茸
 
現
 
 

熊
野
第
四
小
学
校
 
 図6－4－20 熊野  

節四小学校校章  図
の
校
章
は
、
菖
蒲
（
シ
ョ
ウ
プ
）
に
よ
っ
て
子
ど
も
と
自
然
を
、
四
弁
の
花
び
ら
に
よ
っ
て
四
と
小
を
象
徴
 
 

着
工
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

そ
の
間
、
新
設
小
学
校
の
学
区
分
割
の
線
引
き
問
題
が
地
域
住
民
の
強
い
関
心
事
と
な
り
、
住
民
と
教
 
 

育
委
員
会
の
話
し
合
い
が
重
ね
ら
れ
た
。
昭
和
五
十
一
年
九
月
、
熊
野
第
四
小
学
校
（
仮
称
）
通
学
区
域
 
 

審
議
会
が
発
足
し
、
学
区
編
成
の
審
議
を
つ
く
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
通
学
路
の
整
備
が
遅
れ
て
い
 
 

る
こ
と
に
対
す
る
学
区
予
定
地
域
の
住
民
の
不
安
も
強
く
町
の
行
政
努
力
が
重
ね
ら
れ
た
。
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図6－4－23 熊野第4小学校運営組織   
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内
閣
に
設
置
さ
れ
た
教
育
刷
新
委
員
会
に
よ
り
「
六
二
二
・
三
・
四
」
の
学
制
（
案
）
が
発
表
さ
れ
た
。
翌
二
十
二
 
 

年
三
月
三
十
一
日
に
は
教
育
基
本
法
と
「
六
・
三
二
二
」
制
の
学
制
を
定
め
た
学
校
教
育
法
と
が
制
定
さ
れ
、
戦
後
教
育
の
理
念
と
 
 

骨
格
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

直
ち
に
こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
四
月
一
日
よ
り
「
」
ハ
ニ
二
二
二
」
制
の
学
制
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
当
時
「
新
制
中
学
」
 
 

と
呼
ば
れ
た
戦
前
め
教
育
制
度
に
な
い
、
全
く
新
し
い
中
学
校
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
敗
戦
に
よ
っ
て
荒
廃
し
た
国
土
に
 
 

混
乱
し
た
社
会
情
勢
の
中
で
極
度
の
困
窮
の
中
に
あ
っ
た
国
民
生
活
を
背
景
に
し
な
が
ら
も
、
こ
う
し
て
全
国
一
斉
に
「
新
制
中
 
 

学
」
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
 
 

第
六
章
 
現
 
 
代
 
 
 

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
四
月
六
日
、
熊
野
町
立
熊
野
第
四
小
学
校
が
開
校
し
た
。
児
童
数
七
三
四
名
（
第
一
小
学
校
か
ら
一
二
七
 
 

名
、
第
三
小
学
校
か
ら
四
八
二
名
が
編
入
）
で
一
九
学
級
の
編
成
で
あ
る
。
校
舎
は
五
月
十
五
日
に
完
成
し
、
あ
わ
た
だ
し
い
開
校
で
あ
 
 

っ
た
。
 
 
 

同
年
五
月
二
十
一
日
に
は
熊
野
第
四
小
学
校
P
↑
A
が
発
足
し
、
十
一
月
二
十
八
日
に
は
校
歌
も
制
定
さ
れ
学
校
と
し
て
の
体
裁
 
 

が
撃
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
昭
和
五
十
三
年
三
月
に
は
体
育
館
が
落
成
し
、
最
新
の
学
校
設
備
が
整
備
さ
れ
た
。
 
 

熊
野
中
学
校
 
 

敗
戦
後
も
間
も
な
い
昭
和
二
十
一
年
（
一
九
四
六
）
十
二
月
、
日
本
の
復
興
と
将
来
を
託
す
新
教
育
制
度
と
し
て
、
 
 

図6－4－24 熊  

野中学校校章   

1
学
校
教
育
法
－
 
 

（
中
学
校
の
目
的
）
 
 

節
三
十
五
条
中
学
校
は
、
小
学
校
に
お
け
る
教
育
の
基
礎
の
上
に
、
心
身
の
発
達
に
応
じ
て
、
中
等
普
通
 
 

教
育
を
施
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
 
 

（
中
学
校
教
育
の
目
標
）
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第
三
十
六
条
－
前
略
－
H
、
小
学
校
に
お
け
る
教
育
の
目
標
を
な
お
充
分
に
達
成
し
て
、
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
必
要
な
資
質
を
養
 
 

う
こ
と
、
 
 
 

H
、
社
会
に
必
要
な
職
業
に
つ
い
て
の
基
挺
的
な
知
識
と
技
能
、
勤
労
を
重
ん
ず
る
態
度
及
び
個
性
に
応
じ
て
将
来
の
進
路
を
選
択
す
る
能
力
 
 

を
養
う
こ
と
、
 
 

臼
、
学
校
内
外
に
お
け
る
社
会
的
活
動
を
促
進
し
、
そ
の
感
情
を
正
し
く
導
き
、
公
正
な
判
断
力
を
養
う
こ
と
、
 
 

熊
野
町
に
お
い
て
も
、
昭
和
二
十
二
年
（
l
九
四
七
）
四
月
一
日
に
初
代
の
岡
田
晶
校
長
の
も
と
に
「
熊
野
町
立
熊
野
中
学
校
」
が
 
 

発
足
し
た
。
し
か
し
、
戦
前
の
教
育
制
度
に
何
ら
の
基
盤
も
な
く
、
敗
戦
の
混
乱
の
中
で
物
資
も
極
度
に
不
足
し
た
状
況
で
の
多
難
 
 

で
不
安
な
開
校
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
四
月
十
五
日
の
開
校
は
熊
野
第
一
小
学
校
内
の
、
も
と
国
民
学
校
高
等
科
の
教
室
を
仮
校
舎
 
 

と
し
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
熊
野
第
二
小
学
校
内
に
も
同
様
に
し
て
中
学
校
の
分
教
場
が
置
か
れ
、
文
字
ど
お
り
「
間
借
り
校
舎
」
で
 
 

の
中
学
校
教
育
が
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

開
校
当
時
の
生
徒
数
は
二
八
八
人
で
、
次
年
度
か
ら
の
生
徒
数
に
比
し
て
少
な
す
ぎ
る
数
字
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ほ
、
新
制
中
 
 

学
校
が
ま
っ
た
く
の
新
設
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
就
学
手
続
の
混
乱
や
、
終
戦
直
前
の
学
童
動
員
な
ど
で
す
で
に
就
業
し
て
い
た
学
 
 

齢
者
が
復
学
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
重
な
っ
た
た
め
と
推
定
さ
れ
る
。
 
 
 

ま
た
、
新
制
中
学
校
の
開
校
に
よ
っ
て
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
の
創
設
以
来
、
熊
野
町
に
あ
っ
て
女
子
の
中
等
教
育
に
携
わ
 
 

っ
て
き
た
私
立
「
婦
徳
高
等
女
学
校
」
が
閉
校
さ
れ
た
。
こ
の
高
等
女
学
校
は
前
章
に
も
ふ
れ
た
が
、
戦
前
に
は
、
呉
、
吉
浦
、
郷
 
 

原
方
面
か
ら
の
入
学
者
も
多
く
、
学
校
に
は
寮
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
地
域
社
会
の
要
望
で
開
設
さ
れ
二
十
年
間
も
地
域
の
女
子
教
 
 

育
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
高
等
女
学
校
ほ
、
こ
う
し
て
新
し
い
時
代
の
流
れ
の
中
に
姿
を
消
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

国
民
の
生
活
全
般
に
物
資
が
不
足
し
、
何
を
す
る
に
も
不
自
由
が
伴
う
、
な
い
な
い
ず
く
し
の
中
で
の
授
業
開
始
で
あ
っ
た
。
わ
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回
卒
業
生
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
校
旗
」
の
推
戴
式
が
行
わ
れ
、
以
後
現
在
に
至
る
ま
で
、
熊
野
中
学
校
と
あ
ゆ
み
を
共
に
し
て
き
 
 

た
。
昭
和
二
十
七
年
に
は
理
科
・
家
庭
科
教
室
、
昭
和
三
十
年
に
は
音
楽
・
美
術
教
室
の
増
築
が
な
さ
れ
た
。
世
の
中
の
落
着
き
を
 
 

反
映
す
る
か
の
様
に
学
校
施
設
の
充
実
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

こ
う
し
た
学
校
施
設
建
設
の
一
方
で
、
昭
和
二
十
四
年
松
喰
虫
駆
除
協
力
運
動
、
巣
箱
作
製
へ
の
取
り
組
み
が
広
島
県
知
事
よ
り
 
 

表
彰
さ
れ
る
な
ど
、
実
践
的
な
教
育
活
動
も
さ
ま
ざ
ま
に
な
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
一
年
か
ら
、
三
年
連
続
で
、
第
一
小
学
校
、
第
二
 
 

小
学
校
と
共
同
し
て
地
域
ぐ
る
み
の
地
場
産
業
で
あ
る
毛
筆
生
産
振
興
の
願
い
を
込
め
た
「
全
国
習
字
研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
 
 

昭
和
三
十
三
年
に
は
優
良
子
供
銀
行
と
し
て
県
よ
り
表
彰
を
受
け
、
翌
年
に
は
日
銀
総
裁
・
大
蔵
大
臣
に
よ
る
中
央
表
彰
を
受
け
る
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園6－4－25 熊野中学校旧校舎  

ず
か
ば
か
り
の
半
紙
や
ノ
ー
ト
が
配
給
さ
れ
、
二
～
三
か
月
も
遅
配
富
れ
る
仮
り
と
じ
 
 

の
粗
末
な
分
冊
教
科
召
で
の
授
業
で
あ
っ
た
が
、
生
徒
は
素
直
で
熱
心
に
勉
強
し
た
。
 
 

当
初
は
中
学
校
に
つ
き
も
の
の
制
服
も
な
い
状
態
で
、
冬
場
に
は
「
綿
入
れ
」
着
用
の
 
 

登
校
風
景
も
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
十
二
月
二
十
三
日
、
も
と
第
一
小
学
校
の
あ
っ
た
跡
地
 
 

忙
建
築
さ
れ
て
い
た
中
学
校
の
校
舎
（
本
館
、
一
望
ハ
四
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
完
成
し
、
落
 
 

ね
ん
 
 

成
式
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
校
舎
は
町
有
林
を
売
却
し
て
捻
出
し
た
費
用
に
よ
っ
て
建
て
 
 

ら
れ
た
の
で
あ
る
。
校
舎
完
成
に
伴
い
、
第
二
小
学
校
内
に
置
か
れ
て
い
た
分
教
場
も
 
 

統
合
さ
れ
た
。
生
徒
数
は
五
五
〇
人
と
当
初
の
二
倍
に
増
え
、
一
三
学
級
の
編
成
で
、
 
 

一
七
人
の
教
員
が
指
導
に
当
た
っ
た
。
 
 
 

昭
和
二
十
五
年
十
月
、
新
制
中
学
と
し
て
の
熊
野
中
学
校
で
三
年
間
を
過
し
た
第
三
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な
ど
、
熊
野
中
学
校
の
教
育
活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

学
校
施
設
の
拡
充
は
そ
の
後
も
続
け
ら
れ
た
。
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
安
芸
郡
の
中
学
校
と
し
て
は
最
初
の
プ
ー
ル
が
完
成
 
 

し
た
。
海
か
ら
遠
い
生
徒
達
が
十
分
に
水
に
親
し
め
る
よ
う
に
と
い
う
配
慮
か
ら
で
あ
っ
た
。
昭
和
由
十
一
年
（
一
九
六
六
）
十
二
 
 

月
、
自
衛
隊
に
よ
る
整
地
作
業
で
運
動
場
（
一
万
七
一
七
一
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
完
成
し
、
生
徒
が
伸
び
伸
び
と
ク
ラ
ブ
活
動
に
打
ち
込
 
 

回6－4－26 熊野小学校  

め
る
環
境
が
整
え
ら
れ
た
。
 
 
 

熊
野
町
に
大
き
な
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
熊
野
団
地
の
造
成
は
、
熊
野
中
 
 

学
校
も
例
外
と
せ
ず
変
化
の
流
れ
の
中
に
巻
き
込
ん
で
い
っ
た
。
昭
和
四
十
 
 

年
代
か
ら
多
く
の
課
題
に
つ
い
て
教
育
研
究
校
と
し
て
の
指
定
を
受
け
て
、
 
 

新
し
い
時
代
の
中
学
校
教
育
の
あ
り
方
が
積
栴
的
隼
求
め
ら
れ
て
き
た
（
昭
 
 

和
四
十
二
年
、
統
計
教
育
指
定
校
、
四
十
六
年
、
社
会
科
研
究
推
進
校
、
四
十
七
 
 

年
、
教
育
機
器
実
験
校
、
教
育
課
程
研
究
指
定
校
、
五
十
二
年
、
文
部
省
中
学
校
教
 
 

育
課
程
研
究
校
）
。
 
 

こ
う
し
た
多
様
な
教
育
研
究
と
並
行
し
て
、
学
校
設
備
も
人
口
増
に
伴
う
 
 

生
徒
急
増
へ
の
対
応
が
進
め
ら
れ
た
。
昭
和
四
十
七
年
（
一
九
七
二
）
、
鉄
筋
 
 

四
階
の
新
校
舎
（
九
七
六
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
落
成
し
、
町
内
の
広
い
範
囲
か
ら
 
 

白
く
新
し
い
校
舎
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
翌
年
に
は
第
二
 
 

期
増
築
校
舎
（
四
二
一
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
完
成
し
た
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
団
地
 
 

造
成
に
よ
る
生
徒
数
の
増
加
が
麒
著
と
な
り
始
め
た
。
そ
こ
で
仮
設
の
プ
レ
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図614－27 熊野中学校校舎施設等配置図（昭和53年）  
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ハ
ブ
校
舎
が
早
く
も
姿
を
現
わ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
 
 

新
し
い
校
舎
で
は
時
代
を
先
取
り
す
る
形
で
、
視
聴
覚
機
器
の
活
用
が
は
か
ら
れ
た
。
昭
和
五
十
二
年
（
l
九
七
七
）
に
は
ア
メ
リ
 
 

カ
合
衆
国
か
ら
一
三
名
の
教
育
長
が
学
校
視
察
に
訪
れ
、
視
聴
覚
機
器
活
用
の
授
業
参
観
が
行
わ
れ
た
。
戦
後
の
物
資
不
足
の
時
代
 
 

と
は
隔
世
の
変
化
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
 
 
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
試
み
や
努
力
も
急
増
す
る
生
徒
へ
の
対
応
に
埋
没
す
る
か
の
様
に
姿
を
ひ
そ
め
て
し
ま
う
の
は
や
 
 

む
を
得
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
昭
和
五
十
五
年
（
t
九
八
〇
）
三
月
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
三
教
室
増
設
、
四
月
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
二
教
 
 

室
を
増
設
と
応
急
的
な
対
応
が
な
さ
れ
る
一
方
で
、
新
設
中
学
校
の
建
設
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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囲6－4－28 燕澗懐中学校の写凄  

町
立
熊
野
未
申
学
校
が
開
校
し
た
。
熊
野
町
で
は
七
番
目
に
あ
た
る
学
校
の
誕
生
で
あ
 
 

る
。
新
し
い
こ
の
中
学
校
の
校
舎
は
熊
野
町
の
中
心
部
を
は
さ
ん
で
、
熊
野
中
学
校
と
 
 

向
か
い
合
い
、
雨
中
学
校
が
熊
野
町
の
発
展
を
見
守
る
か
の
様
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
東
中
学
校
は
鯖
野
団
地
や
、
そ
の
後
に
町
内
の
各
地
で
行
わ
れ
た
団
地
造
成
に
 
 

伴
う
人
口
増
に
よ
る
生
徒
数
の
急
増
で
適
正
規
模
を
準
え
た
マ
ン
モ
ス
校
化
が
予
想
さ
 
 

れ
る
熊
野
中
学
校
空
一
つ
に
分
け
る
形
で
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

町
内
に
第
一
一
の
中
学
校
を
新
設
す
る
必
要
性
は
昭
和
五
十
二
、
三
年
ご
ろ
か
ら
考
え
 
 

ら
れ
て
お
り
、
学
校
用
地
の
選
択
な
ど
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
新
設
校
は
当
初
、
 
 

「
熊
野
第
二
中
学
校
」
（
仮
称
）
と
さ
れ
、
現
在
地
よ
り
も
西
に
偏
っ
た
広
島
市
安
芸
区
 
 

熊
野
真
申
学
校
 
 

昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日
、
萩
原
地
区
の
通
称
「
山
の
台
」
と
呼
 
 

ば
れ
る
小
高
い
場
所
に
、
白
い
校
舎
を
朝
日
に
輝
か
せ
て
、
熊
野
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囲6－4－29 校内略図と校舎離間  
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矢
野
と
の
境
に
近
い
場
所
が
学
校
用
地
と
し
て
計
画
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
旧
二
つ
の
中
学
校
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
す
る
こ
 
 

と
、
第
三
の
中
学
校
を
新
設
し
な
い
こ
と
、
学
校
規
模
の
適
正
化
を
計
る
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
現
在
地
へ
の
学
校
建
設
が
決
定
さ
 
 

れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
に
は
、
新
設
中
学
校
の
構
想
が
青
写
真
の
段
階
に
ま
で
纏
め
ら
れ
、
通
学
区
域
を
編
成
す
る
た
め
の
 
 

地
域
住
民
と
の
話
し
合
い
が
何
十
回
と
重
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
住
民
の
間
に
は
新
し
い
学
校
に
対
す
る
不
安
が
根
強
く
あ
 
 

り
、
住
民
の
説
得
の
た
め
に
は
大
き
な
努
力
が
払
わ
れ
た
。
最
終
的
に
新
設
校
は
在
来
の
中
学
校
と
対
等
な
い
し
、
そ
れ
以
上
の
学
 
 

校
内
容
と
す
る
こ
と
で
、
学
区
編
成
に
対
す
る
住
民
の
了
解
が
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

新
設
校
の
通
学
区
ほ
、
町
東
部
の
初
神
、
新
宮
、
萩
原
、
呉
地
の
全
域
と
城
之
拙
（
北
部
地
区
）
、
中
溝
（
東
部
地
区
）
に
決
定
さ
れ
 
 

た
。
こ
の
学
区
に
は
皇
帝
ハ
イ
ツ
を
始
め
、
土
岐
城
ハ
イ
ツ
（
萩
原
区
）
、
新
宮
苑
団
地
（
新
宮
区
）
、
緑
翠
苑
団
地
（
城
之
堀
区
）
な
ど
新
 
 

し
く
造
成
中
の
団
地
が
多
く
、
今
後
し
ば
ら
く
の
間
は
生
徒
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
将
来
、
学
校
規
模
が
熊
野
中
学
校
を
上
ま
わ
る
 
 

よ
う
に
な
る
こ
と
も
予
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

昭
和
五
十
二
年
（
一
九
七
七
）
四
月
六
日
、
校
内
の
至
る
所
に
未
完
成
な
部
分
を
残
し
な
が
ら
も
、
全
町
の
期
待
を
担
っ
て
、
開
校
 
 

式
と
始
業
式
、
入
学
式
が
行
わ
れ
た
。
当
初
、
生
徒
数
は
五
八
八
名
で
一
四
学
級
の
編
成
、
教
職
員
は
加
川
次
男
校
長
他
三
三
名
の
 
 

第
四
節
 
教
 
 

園6－4－30 熊野  

育 東中学校校章  

構
成
で
あ
っ
た
。
 
 
 

校
章
は
「
朝
日
」
と
「
三
枚
の
木
の
葉
」
と
「
H
」
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
朝
日
は
東
か
ら
 
 

昇
る
、
東
中
の
輝
か
し
さ
と
、
輝
か
し
い
伝
統
を
象
徴
し
て
い
る
。
三
枚
の
木
の
葉
ほ
緑
の
環
境
 
 

を
示
す
と
と
も
に
、
三
つ
の
校
訓
（
友
愛
、
真
実
、
平
和
）
を
あ
ら
わ
し
、
H
は
東
中
の
頭
文
字
を
あ
 
 

ら
わ
し
て
い
る
。
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